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「みんなでスマホ に挑戦 !」

みなさん、こんにちは I

敷馬地区公民館のスマホ塾講師の藤木です。

スマホの操作では、最初は戸惑 うこともあるかも

しれませんが、ゆっくりと自分のペースで覚えて

いくことが大切です。そして、あきらめずに挑戦

することも、もっと大切です。

スマホは電話をかける以外にも、たくさんの機能があります。

その名の通 リスマー トホン (賢 い電話)ですから!!

大切な人と連絡を取ったり、知 りたい情報を手に入れたり、新 しい

趣味を見つけたりと可能性は無限大です。

このスマホ塾は単にスマホの使い方を学ぶ場所ではなく、互いに

教えあったり励まし合った りすることで、新 しい仲間とのつなが りが

深まっているように感 じます。一人ではできないことも、みんなで学

び合 うことでできるようになることがたくさんあると思います。

皆さんの真摯に取 り組まれる姿勢にいつも私は励まされています。

これからもいっしょに,う
ミんばりましょう1

ぱそこんア トリエ  藤木菜穂子

も.こ れIち とどこLぉ ⅢIぉ と0ぉ irも・|ム・おittDど ユLれ と。ぉ1′と
スマホ塾  ●蜘者の声

◆ スマホをしっかり勉強 したいと思っていた時、

友人からスマホ塾を聞いて参加 しました。

何となく使っていた機能などをよく理解

できました。    76才 ・女性

◆藤木先生をはじめ、スタッフの方が丁寧に

教えてくださる。  83才 。女性

◆ スマホ塾の参加者に聞いて参加 したが、

色々な事が出来るようになった。

こんなことも出来るんだなと勉強になる。

34才 。男性

J ヽヽ ｀

″
「

◆知り合いの紹介で参加しました。全然わからない事ばかりだったのに、
上手に優しく何回でも教えてもらい、すごくうれしく良かったと思って
います。少し解る様になりました。            84才 。女性
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代
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ま

る
会
議

（大
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協
）
が
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月
行
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い
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す
が
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各
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「駁
馬
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行
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。
」
と
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他

の
校
区
も
そ
れ
ぞ
れ
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
達
は
殷
馬

ら
し
く
今
後
も
元
気
に
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す

の
で

皆
さ
ま
の
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

▲殷馬校区

まちづくり協議会

会長 木田秀樹

1  殷馬校区まちづくり協議会だより
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看護師   社会福祉士   ケアマネージャー

様々な相談総合相談)

。一人暮らし、高齢者夫婦の親が,せ配

・近所の一人暮らしの高齢者が・む配

・龍知症について知りたい

。養要なサービスや制度を紹介する

殷馬・勝立地区地域包括支援センター

サービス内容

●

＾
＾

こ利用いただけるお 利 用 料

①月～金 (9崎～18時 ) 最初の1時間  600円

の①の時間外と土日祝ロ 最初の 1時間  800円

利 用 料ホI  峰| (1

*1晴間を超え613合は、30,)毎に900円を8碑されます。・出白硝機のe編 に畑中～建儀4ヶ周ぐらいよで, *員取り。買い旬など、協力食員が傭院やお店に移動する爛合は、
交通口として100円加瞬されます。

お手伝いしていただくのは協力会員 (有償ボランテイア)です 協力会員も募集しています !

問合せ :0944-32-9033 月曜日～金曜日 午前 9時から午後 5時まで

社会福祉法人

大牟田市社会福祉協議会0 鶉
*定期的にご利用の場合は、恩則通1回 1時間程度の活動になります。

人が多加する
福祉サービスです

*近くにお手低いしてくださる方がいない方ん1対象となります

。C8日賦上の―人BらしB働■
「

たはB― 僣
・臣がい0世書

キヤロットサービス

ご
｀
存しですか
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週 4日、総菜を載せた移動販売車が自宅前まで伺います。

12年前から行つていて、買物に行ιすない人のところへ、希望が

あればイ国人宅でも伺います。  ※土日祝日は休み

現在、殷馬校区には

臼井町公民館(写真)と

南大牟田病院に週 1回

訪問しています。

お米や トイレット

ペープ(―などの日用品

雑貨も積んでいました

が、総菜やお菓子など、

すぐに食べられる物の

希望が多いため、現在は野菜、果物、

手作りの煮物や揚げ物、ごはん類、

めん類、パン、カップ麺、お菓子、

ペットボ トヅレ飲料、ゴミ袋などを

積んでいます。

町
碑
悧

▲牛乳、ヤクル ト、豆腐

お好み焼き、天ぶら>

▲お買い物ついでの井戸端会議

連絡乳花 :0944-53-2285

<白不日え、サラダ

煮物、煮魚

大牟田市母子寡婦福祉会 層史馬のマルキヨウが閉店
殷馬校区唯―で愛されていたスーパー

「マルキョウ」が閉店して早4ヶ月。

・ 暴¥:斡琴呼耳F!F

bJB」うコーコ・o944‐ 56…1135

個人配違もします。

毎週届くカタログを見て注文し、週に 1回決まつた曜日に

自宅の玄関に商品が届きます。

産直の生鮮食品やオリジナル商品などを多数揃えています。

宅酉己サービスは lヶ月利用で

600円 +税。

0ェフコ‐】 0944‐ 58‐7360

宅配サービスは 1回につき 210円。

75才以上と身体不自由な方は 150円 。

螂

謡

ずっと前からお買い物された商品と一緒にお客様を

お送りしていますよ。

どうぞ気軽にご利用してください。

殷馬マルキョウ閉店後は、弁当や煮物、煮魚、自和え、

コロッケなどの惣菜を取り扱つています。

特に煮魚が人気です。

電話注文 OK!

連絡先
0944-55-1439

野菜・くだもの 森 青果

大牟田市黄金町 1-344

日用品 。野菜などを軽ワゴン車 (よらんカー)に積んで、移動販

売 (買い物困難地域や介護施設など)に出かけることで、買い物

を通した、外出のきつかけや、お互いに顔を合わせる場所を提供

する取り組みを 2012年から行なつています。

あなたの町にも伺います。まずは電話でご
｀
相談ください。

▲毎週金曜日の 11時 10分頃から宮原町 2丁 目66-8の 平田さん宅

に訪問しています。 地域の皆様も、お買い物にお越しください。

連絡先 :0944-56-9417

衛かど福祉 人の駅 よらんかん

「らそら」のノ〔ンは、素材の味を活かしゆつくり

時間をかけて作つています。一口食べると、その

味や素材感に驚き、噛めば噛むほど、しんわり味

わいが増していくのが特徴です。

ぜひ、パン好きな方は一度食べてみてください。

移動販売・無料配達・配送

※土日祝日は休み

商品を乗せた車でご家庭やオフィス等に

伺つております。

※ ご予約は 3日前の年前中までです。

連絡先 :0944-43-1202

鞘

′〈ン rasora(らそら)

恵愛ワークセンター

生協 (消費生活協同組合)



毎遇水曜日 午後 2時頃から移動

販売『よらんか一」が来られていま

す。お近くの方はお寄りください。

<
社会福祉法人 木犀会

60歳以上で身の回りのことがご自身でできる方がご入居

頂いています。1日 2回部屋を訪室し、体調等の変化がな

いか確露しながら、安心した毎日を過ぎして頂けるよう

努めています。また、冒房税員が腕を振るい手作りの食事

を提供しご好評頂いています。

※介隆サービス等を利用しながら、生活することも可能

です。

費用 :月 7万円～ (所得に応じて決まります)

公益財団法人大牟田医療協会

碗ケアハウスやぶつばき ゆつたりとした時の流れで ありのままに自分らしく暮らせる場所 それがはなぞのです

'H障
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く
毘 デイサービスセンター

<硯 ホームヘルプサービス

<9ケアプランセンター
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機能ホーム
l

鶉

お問合せ  担当:今村

TEL:0944-55-6666

奮0944-57-2000
大牟田市田井町23番地 1

社会福祉法人 東翔会

高齢者総合ケアセンター サン7レンえ
南大牟田病院

当院は地域住民に対する社会福祉に必要な事業を為すことを目的とし、

その目的の下に、「患者さんのための医療の実践」、「地域医療、地域活動の

実践」を理念とし、「地域ニーズに合った医療、介護、福祉、予防医学の実

践」を基本方針として運営しています。理念のもとに医療事業の充実はも

ちろんのことですが、介護事業との連携を図ることで、地域の皆さんが住

み慣れた地域で、少しでも安心して暮らせる一助になればと思い、積極的

に取 り組んでいます。

地域活動として、地域のイベントに参加や地域交流施設「サロン・すい

せん」の方では健康推進の為の体操や講座を行っています。

地域に根ざした医療の実施

大牟田市沖田町510  0944-43-1223

〔BI● :||.
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口■■ ■

誰もがその人らしく幸福に生きることを

最大限導童し、誰もが「基らし

やすい社会づくり」を目指しています 簿絲
|サ |,||111 11Ⅲ  Ⅲllll,111111i Ⅲ↓〔

住み慣れた地域で、

少しでも

安心して暮らせるように。

特据ll番譲を入ホー

(多麻室。個室 )

ショーとヽステイ

(移庁本室。個室 )

テイサービスセン
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小規模多機能ホーム

∂|えあお
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1地域交流センターとてD+て
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あなたのこころの音を

おきかせください

ャ|=｀ しセ

カフェ

歯にかみ教室

大牟田市花園町64-5 0944-52-8600
な

●ら

liti

地域交流施設「いこい」

「

´々

峰・
ゴム

,

買物支援

転倒予防教室

オカリナ教室
，

■
ド

・‥

一｛

ケ ア 室

今年のおせち料理です

毎月、行事食が提供

れます。

5  殷馬校区まちづくり協議会だより

介護予防や健康づ くりのための健康体操や健康教室を開催 しています

殷馬校区まちづくり協議会だより  4
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宮原中高齢者宅訪問

5月 17日

3年生の生徒が 17グルーブ
'

に分かれ、メッセージを添え

た手作りの絵手紙をもつて

高齢者のお宅を訪間し

交流しました

宮原中通学路除草作業

5月 24日・11月 18日

19年間続いています

米生坂を中心に除草作業行い

宮原中の生徒が刈った草の

片付けを します

人情ネットワーク

世代間交流ソーメン流し

8月 6日

ペタンク大会

9月 8日

手作りの「めんつゆJと
たくさんの トツピングで

おなかいつぱいになりました

ペタンクは、逆点、また逆点で

最後まで勝負がわからない

ところがおもしろい !!

宮原坑フェスタ

11月 3日

晴天で、どの店も大行列 !

おいしい物もたくさんあり

首遊びは子どもたちが大喜び !

ほつと。あんしん

ネットワーク模擬訓練

11月 10日

地域の方々も参加 して

声かけしてます

殷馬小餅つき体験

12月 7日

ミニ門松づくり

12月 13日

5年ぶりに開催

つきたてのお餅に

子どもたちは大喜び !

門松の意味を話ながら

一緒に作りました

人情巻き寿司作り

2月 2日

60mの巻き寿司を 135名で

力を合わせて作りました

宮原中ボランテイアの生徒が

しつかり手伝つてくれ頼りに

なりました

集団出前がん検診

3月 2日

小学校に検診車が来て

あまり待つこともなく

スムーズにガン検診を

受けられます

集団なので費用も魅力 !

アンビシヤス広場

毎週 土曜日

楽しいイベントいつぱいで

待つてるよ !

自分で折つた折り紙ヒコーキ

福岡県大会で距離の部三位に

入賞しました

はやめカッ′〈食堂

毎月 第 4土曜日

毎回おいしいカレーを

作つてくださつて

みんな楽しみにしています

フ  殷馬校区まちづくり協議会だより 殷馬校区まちづ くり協議会だより  6

破馬校区事業報告
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遊歩道除草作業

通 年

気もち良く歩けるように

みんなで手入れをします

防災訓練

6月 9日

諏訪川河川浄化活動

8月 41ヨ・ 2月 23日

『自然を愛し、音ながらの川を

呼びもどそう』のコールで、殷

馬校区社会福祉協議会が中心

となり昭和 32年から活動を続

けています

いざという時のために

毎年訓練を行つています

殷馬カッパ祭り

10月 5日

大運動会

10月 20日

昨年に引き続き諏訪川を

ランタンで彩りました

絶好の運動会日和

今年も地域対抗リレーが

最高に盛り上がりました

敬老会

11月 17日

花いつぱい運動

12月 3日

75歳以上の地域の方々に

様々な演芸を楽しんで

いただきました

チユーリツプの球根とビオ
ラ、パンジーの花苗をプラ
ンターに植え、校区の公共
施設や介護施設にプレゼン
トしました

大門松づくり
(殷馬小 。宮原中 。

殷馬地区公民館)

12月 19日

立派な門松 !

竹の切 り出しから作成まで

協力して行つています

昔遊び

1月 24日

「こま回し」「おはしき」

「けん玉」「あやとり」

「お手玉」子どもたちと

一緒に楽しみました

グラウンドゴルフ大会

3月 16日

子ども見守り隊・ながら見守り隊

通 年
「おはよう」「気をつけてね」の

声かけと笑顔③

見守りながら、子どもたちに

元気をもらつています

ゴルフ未経験でも大丈夫

子どもから高齢者まで

楽しめます

富原坑駐車場花壇整備

通 年

みんなで手入れ した

駐車場のきれいな花も

見て下さい



一部橋′ム`国でグ ラ ウ ン ドゴル フでもしませんか ? 殷馬校区老人クラブ連合会

家`にいてテレビばっかり見ているより天気の良い日は外へ出ましょう、という呼びか

けです。広い公園が日中全く使用されていなくてもつたいないし、人がいると防犯にも

つながると思い、平日「一部橋公園」でグラウンドヨリレフを計画中 !

2月 に 1回目を実施してみました。

自分の健康づくりと交流の場として

継続して開催したいと考えていますが

見かけられたら気軽に声かけしたり、

飛び入りの参加 OKです。
< Rフ .2.15孝刀開イ獲 ▲

スマホ塾参加者の声

◆ スマホの使い方がわからなかったので参加 しましたが、少 しずつですけ
ど使い慣れて触ることが多くなりました。        73才 ・女性

◆ 殷馬だよりで知った。スマホを操作するのが楽 しくなった。76才 。男性

編集後記
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一
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、
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れ
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の
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。

そ
の
中
で
も
地
域
の
皆
様
向
け
の
ス
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塾
が
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年
目
に
入
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、
表
紙
の
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知
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教
え
て
く
だ
さ
る
の
で
大
変
有
難
い
で
す
。

さ
て
、
今
年
度
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
事
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
、
他
に
も
ア
ン
ビ
シ
ヤ
ス
広
場
の
見
守
り
、
子
ど
も
達
の
登
下
校

の
見
守
り
、
カ
ン
パ
食
堂
の
お
手
伝
い
、
町
内
の
諸
問
題
の
解
決
な
ど

多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
成
り
立

っ
て
い
る
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
頑
張

つ
て
い
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
元
気
で

す
が
、
地
域
の
若
返
り
の
必
要
性
を
感
じ
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

何
か
い
い
案
は
な
い
か
、
皆
さ
ん
も

一
緒
に
考
え
て
く
だ
さ
る
と
あ
り

が
た
い
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

大
道

敬
子
　
　
（青
葉
台
公
民
館
）

上
国

由
起
子
　
（二
郎
天
公
民
館
長
）

横
田

典
子
　
　
（多
々
良
公
民
館
長
）

内
田

勉
　
　
　
（沖
田
町
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）

編
集

・
発
行

　

取
馬
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

スマホ塾で学んだ こ と

●カメラ ⇒ 撮る、送る

0音声入力

●Googleレンズ

●スマ木にロック

●スマ木のアップデー ト

●あみだくし

●ペグソリティア

●災害時に役立つ情報

。LINEスマ‐―卜通矢日

●SNSに潜む詐欺の危険性

●LINE

・スタンプを送ろう

。無料スタンプを GETしよう

。ボイスメッセージ

。自分のアイコンを作ろう

。keepメモ

・リアクション

・写真の保存

・共有   。ダウンロー ド

向
け

お一人おひとりの「わからない」に

寄り添うスマ木塾を開催します。

内 容  (例 )

■LINEの使い方 。設定など

■カメラを使おう

■動画の撮り方

■テレビ電話をしよう

■便利な音声入力

■災害情報の収集方法

■ナビ体験

■QRコードで1青報GETする方法

開催日時 :毎月第 3土曜日

※8月 と 11月 は第 2土曜日です

4/■ 9・ 5/1フ・6/21・ フ/19

8/9・ 9/20・ 10/18・ 11/8

12/20・ 1/17・ 2/21・ 3/21

年前 10時～12時

会  場 :殷馬地区公民館

3F視聴覚室

参 カロ費 :無料

参加対象 :スマ本をお持ちの方

持つてくる物 :自分のスマ木

日艮鏡(必要に応して)

問合せ先 :大 ,直 080-5246-944フ
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